
きかいさじ よ う 像械鎖錠 (英) mechanical J ock 信号機，

入換際識，転轍~(てんてっき)等のてこ相互間で必要に応じ，

一方のてこを取扱 ったとき他方のてこを取扱い得ないようにj11 1

えることを鎖錠という。この鎖錠を電気的に行うものを電気鎖

錠といい， 機械的に行うものを俄械鎖錠という。

担量械鎖錠の一例は図に見られるように 機械鎖錠

第 2 極述動機で， 信号かんの切欠きと転 九 ......... -

轍かんの切欠きとが定位のときは向き合 K..&君ラヨく
Jづ、~乞 J信号止ん

っているが，信号僚が先きに5 1かれると ιくγJ:'yで'，"
- ..... ↓/内、l<<'. l フ庁ん

切欠きの位低が移動して，転轍告告は動か 、 →

ないように鎖錠され，転轍?m:が先に取扱われても同様にして伝

号様は鎖錠されて取扱い得ないようになっている。(川崎i忠政)

械区 35， 支区 6，派

出所 48，殺員 1 ，875

名が織械の管理 ・ 検

査 ・ 修繕に従事して

いる。なお鉄道工場

は儀械区のパッ F シ

ョップとして部品の

製作修繕等も引きう

け， また話器械の非常

事故のあった場合の

ため事故救援隊も組

織している固機械区 ・

工場で修繕のできな

い後械については外

注による修繕の途も

関かれている。(赤星

国夫)
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または 6 箇月

2，000 時間 30 箇月

または12箇月

10，0001時 I MI 60 箇月

または60箇月

きかいし ゅ うぜん 機械修繕 (英) machine repair 後械の

修繕の仕方に 2 通りある。 l つは故障の発生したつど修繕する

方法であるが，この場合は不測の故障発生のため修繕に多くの

i時間と政j刊を裂し ， かつ予期しない繊械使用停止に伴ない業務

に支障する彫絡がきわめて大きい。そこでこれらの欠点を除く

ため，修繕とこれに伴なう使用停止を青|図的に行う目的で，故

障の発生の有無にかかわらず定期的に検査修絡を行う方法がと

られるようになった。現在国鉄の後械修繕のプJ法は後者によっ

ていて，その大綱は機械管恕手続に定められている。この手続

では滋械の使用箇所長は儀械の状態 ・ 取扱方法に注意し，つね

に使用にさしっかえないように適当な処理をすること ， および

機微に故障が生じまたは故障が生ずるおそれのある場合には，

ただちに修繕担当箇所へ修繕の妥求をすることの 2 つの義務を

負わされている。

きかいしんごうき 機械信号機 (英) mechanical s ignal 信

号てこの運動を後械的に伝えて操縦するもの。 腕木式館員械信号

織には， 1 条の信号ワイヤを引張って腕木を降下させて，進行

信号をき見示する 1 条鉄索式のものと ， 2 条の信号ワイヤによ っ

て行う 2 条鉄紫式のものとある。 l 条鉄索式信号機は柱台，

柱， 腕木， 信号

機械の検査および修繕の極類ならびにその抱当箇所はつぎの

とおりである。

工場で乙修織を行

う 後械はつぎの とお

りである。蒸気缶，

蒸気ロコ起重峨，貨

車移動後，車両検修

用ジャッキ，橋はか

り，工作後械。

検査および修繕の極:Ui

見回り検査

丙 修 繕

乙 修 絡

叩 修 繕

~ll 時 修 繕

担当箇所

僚依区

|幾械区

|袋綴区または工島品

工場

峨械区または工場

検査および修繕の内容はつぎのとおりである。

l 後械見回り検査 機械の状態および作用について行う検

査。

2 後械丙修調書 機械の使用状況に応じて所定の使用i時間ま

たはJUJ聞を経過するごとに局部的に行う修繕。

3 被械乙修継 機械の使用状況に応じて所定の使月3時間ま

灯，表眼鏡(めが

ね)，袈 11良鏡，軌，

車ÚI受 ， ピナクノレ，

アッフライトロ

ッド， エスケー

プクラ :/!l， ス

イプノレホイーノレ，

ウ エートリ ハー ，

はしご等からな

っている。

後械信号後で

は信号軽量とてこ

との間を結ぶ信

号ワイヤは，

普通亜鉛メッキ

16 番 7 子撚(よ

り)の撚鉄線が

使用され，ウエ

たは知ltb1を経過するごとに， 要部を解体の上各部にわたって行 ー トリパーのー

う修給。 端に結ばれてい

4 機械甲修繕 磁械の使用状況に応じて所定の使用時閉ま る。てこを反位

たは11!J陥1を経過するごとに全般的に行う修繕。 にすると，その

5 後械臨時修請書 臨時に後械の一部または全部にわたって 動程は信号ワイ

行う修繕， すなわち突発的な故障修緩， 見回検査により発見し ヤに伝わってウ

た不良部分の修繕等のような， 丙， 乙，甲の定期的修繕の聞に エー トリパーが

発生する修織で， 臨時的な大修繕をも含む。 回転し，ウエー

以上の各径の検査および修繕は次表の使用時間および期間ご トが持上げられ

とに行わなければならない。ただし鉄道管ì'1l局長が必要と認め ると同時に，エ

た機械についてはこの基準を増減することができる。 スケープクラン 2. 2 条鉄索式信号憾

国鉄で使用している機械は 29，85 1 台(昭和 30 年度末)でそ ''1 も回転して，アップライトロッドを折l し上げ， 腕木を 45' 下

の修総放は年に約10億円である。 後械修繕に関する業務は本社 向に降下させる。また夜間の信号現示のために，表眼鏡の裂に

では工作局織械淑，鉄道管理局では施設部俊械E果(括量械課を世 信号灯をそう入するようになっていて， 表眼鏡は腕木が水平の

かない局では工事録)が行い，その現場後関として，全国に憾 と きは赤色(または燈黄色)，下向 45' のときは緑色の色ガラス
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